
フエゴインターナショナル株式会社
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食品ロスからあらたなたんぱく質の創造。食用コオロギ養殖を通じて地域資源の循環



千葉県長生郡睦沢町発サーキュラーバイオエコノミーベンチャー
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会社概要
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会社名 ：フエゴインターナショナル株式会社

代表取締役：村山敏弘

設立年月日：2021年2月1日

本店所在地：千葉県長生郡睦沢町小滝５７７

資本金 ：2,054万円（資本準備金820万円）

事業内容

・食用コオロギの養殖

・昆虫を使用した食品の企画、製造、販売

・食品残渣等を利用したアップサイクル製品の企画・開発・製造・販売

・千葉県房総地域を中心とした社会活性化事業の企画・開発・製造・販売



私たちが目指すもの
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「FUEGO(フエゴ）」とはスペイン語で「炎」という意味です。

フエゴインターナショナルは、創業当初から、地方型の循環型経済にバイオマスやバイオテクノロジー等、生

物の力を借りながら自然と共生する経済圏の確立を目指した「サーキュラーバイオエコノミー」がこれからの

地方創生の鍵であると考えてきました。近年、様々な分野でサステナブルな取組みが求められ、すべての

産業が事業の再定義を余儀なくされています。また戦後、私たちは人類史上類を見ないほどの多様性に

溢れた食の世界を体感してきました。地球の人口増加による食料危機、増え続けるCO2等の温室効果

ガスによる温暖化により、人類がこれまで長い時間をかけて培ってきた食の多様性や文化が存続の危機に

直面しています。未来の世代にも、これらの食の多様性や文化を炎を絶やすことなく守っていくことが今を

生きる我々の責務だと考えています。

私たちは「人類が良かれと信じてゆがめてきたエコシステムを整える」ために昆虫を活用したサーキュラーバ

イオエコノミーが向こう十数年で産業革命後200年を超えるイノベーションを起こすと信じています。



昆虫を利用したサーキュラーバイオエコノミーの構築
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フエゴインターナショナルの事業領域

食品残渣等を利用した

アップサイクル製品開発

房総地域を中心とした

社会活性化事業



世界の人口増加と食料需給予想
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廃棄物から持続可能なたんぱく質の創造

輸入に頼らない食料生産が可能

食品ロスをコオロギに食べさせることにより、環境負荷が小さい持続可

能なたんぱく質の生産が可能



商品紹介 ： クリケットグラノーラ（コオロギパウダー入り）
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無印良品アリオ市原店

大多喜町の廃校（旧老川小学校）にて製造

※地域活性化のために㈱良品計画社が運営



商品紹介 ： 乱斬り安兵衛（コオロギパウダー入り蕎麦）
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商品紹介 ：-10℃ Ｍｕｔｓｕ Ｂｏｓｈｉ Ｇｅｒａｔｏ（アップサイクルジェラート）

© 2 0 2 2 F u e g o  I n t e r n a t i o n a l , I n c .  

干し芋工場の残渣をコオロギ養殖の餌向けの加工が難しかった一部をアップサイクル商品化

干し芋のジェラート（千葉県内にて製造販売）

※原材料にコオロギは使用していません。



フエゴインターナショナルの挑戦

© 2 0 2 2 F u e g o  I n t e r n a t i o n a l , I n c .  



コオロギ養殖餌の使用原料
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昆布残渣

おから

干し芋加工残渣 干し芋くず

加工魚のあら 白米(色検不合格品)



コオロギ飼育の様子
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現在、約250万匹飼育中



現在進行中の研究開発
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用途製品/技術 共同研究機関・企業

代替肉
コオロギ粉末 x 大豆たんぱく

を原料とした肉組織化
日本大学

機能性肥料昆虫フラス※活用技術
(※昆虫の糞･残餌･抜け殻･死骸等)

某大学

食品原料
コオロギを原料としたアミノ酸代替製

品の開発
某大学

大手調味料製造 A社

高効率養殖施設
昆虫養殖施設の

自立移動型スマート生産モデル化
産業用ロボット B社

CFPシステム認証

カーボン・クレジ
ット創出

コオロギ原料利用食品の
カーボンフットプリント(CFP)算出

気象予報Ｃ社

 以下研究開発に加えて、房総地域を中心とした事業開発案件が同時進行中



食肉生産 ＆ 穀物生産の持続可能性は？
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穀物の新競合：食用 vs 飼料 vs バイオエタノール原料

グラフ： 世界全体の食糧需給の見通し

食肉生産は限界に近付いている



コオロギタンパク素材による代替肉の開発
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コオロギたんぱくと大豆を使用して肉質組織化に成功

写真：日本大学とフエゴインターナショナルによる共同試作会
於 栃木県産業技術センター 2022年10月



肉質化技術の特徴： フエゴインターナショナル x 日本大学
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製造規模 フエゴインターナショナルと日本大学での共同試作会では、大豆タ

ンパクをベースに「脂質を含有したままのコオロギ粉末」を高い比率で混合し、

実用製造規模（時間当たり30㎏程度）の肉質組織化に成功しました。

味 コオロギは必須脂肪酸である不飽和脂肪酸やうま味成分であるグルタミン

酸などのアミノ酸を豊富に含み、旨味を増しや食味にコクを加えます。コオロギを

脱脂処理せずに組織化することによって、旨味をそのままに必須脂肪酸を損な

うことなく省コスト製造することが可能です。

栄養的特徴 大豆ミート等の植物性のプラントベースミートの栄養的特徴に動

物性たんぱく質のメリットがプラスされます。特に植物性たんぱく質は必須アミノ

酸の組成バランスが悪く、動物性アミノ酸を加えることで植物性たんぱくの弱点

であるアミノ酸バランスの悪さを補うことができる完全たんぱく食とすることが可能

（一般的には動物性 、植物性 が理想の割合とされます）です。

用途 これまで主に菓子類への混合に留まっていた昆虫食が、コオロギ粉末を

肉様組織化できたことによって、ミンチ、フィレ、ブロックなどの加工素材として焼

肉やステーキ、唐揚げなど幅広い代替活用が可能となります。



世界の動き

© 2 0 2 2 F u e g o  I n t e r n a t i o n a l , I n c .  

フランスの世界最大の昆虫養殖企業Ynsect社は現在、昆虫タンパク質のなかでも、ミールワームの開発に力を
いれている。ミールワームとは、ゴミムシダマシ科の甲虫の幼虫の総称で、鳥や小動物などペットの餌として使われ
ることが多い。iNewsの報道によると、Ynsectはイギリス、オランダ、タイ、日本などでファーストフード企業と提
携し、昆虫ベースのバーガー、ナゲット、ソーセージを開発し、販売を目指す。同社は現在、フランスに、オランダ
にそれぞれ生産施設を構える。プロトタイプはオランダで開発済みで、昆虫バーガーは「味の点で本当に驚きで
す」とCEOのAntoine Hubert氏。（2021年8月）

肉様組織化の手法はいくつかあるものの、技術的ブレイクスルーに苦労しており、製品化には未だ至らず



AI機械学習+ロボティクスが実現するコオロギのスマート養殖

AI画像認識システムや各種センサーから得られた情

報を元にデータマイニングすることにより、養殖の最適

化を図る

ロジスティクス型ロボティクスがコオロギ養殖には最適

現在の試算では1人当たり生産性が3倍



フエゴが見据える未来像

加工代替肉原料化による商品の多様化

課題：味のクオリティ、社会受容、商品開発

養殖魚飼料

昆虫たんぱく2.0

スナック菓子

代替肉

昆虫たんぱく1.0

コオロギ粉末のまま利用 コオロギの持つ成分をフル活用

調味料原料

養殖魚・畜産飼料

コオロギを原料としたアミノ酸調味料や脂肪酸などを製造。栄養素を取り出すと固形物（たんぱく質）が

残る。残ったたんぱく質を代替肉や養殖魚飼料(魚粉代替)にすることで多層アップサイクルが可能になる。

原料価値評価としてコオロギ粉末より低コスト

課題：昆虫飼育の量産化によるコスト低減

たんぱく質原料
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千葉食品コンビナート @千葉みなと
日本で最初の食品工業団地、かつ日本最大
主に穀物・製糖・製油・酵母製造会社

イオン本社 @幕張
売上高2兆円超 大手流通グループ
千葉県内に90以上の店舗展開 西日本でリサイクル実現

市原市21年度 SDGs未来都市に選出
臨海コンビナートと共に挑む市原発サーキュラーエコノミーの創造

蘇我エコロジーパーク ＠蘇我
食品関連事業者から排出される有機性産業廃棄物を処理す
るメタン発酵ガス施設。
J&T環境 メタン発酵ガス化炉

直接溶融施設 ＠木更津
かずさクリーンシステム

複合資材リサイクル施設
＠八千代 リファインバース
高純度メタル・プラリサイクル施設 ＠富津
東日本資源リサイクル

サーキュラーエコノミー『千葉県モデル』の可能性

ちばぎん総合研究所 (2021年9月) レポート
『千葉県における SDGs に関する取り組みの 現状と課題』

千葉県 熊谷知事 「さあ、千葉の時代を始めよう。」
【県政ビジョン】 8 豊かな海づくり ９ 共生社会

10 「千葉県を経営する」 11 千葉県の総合力を高める

セブン＆アイグループ
千葉市・市原市・四街道市 包括広域連携協定
県内にイトーヨーカ堂16店舗・デニーズ37店舗・
セブン・イレブン1134店舗、子会社PeaceDeli新工場

千葉県西・中央地域エコタウンプラン

銚子漁港・醤油工場集積・海苔養殖
水揚げ量日本一、茨城県と合わせると農業・漁業ともに北
海道に匹敵する規模。
米・生姜生産全国上位、『すし県』宣言。

魚粉製造会社集積 ＠銚子/成田
全国魚粉製造業者67社のうち4社
フィッシュミールは主に家畜用配合飼料用途

陸上養殖への挑戦 ＠内房
休耕地・休耕田の活用と、複数のスタートアップがバナメイエ
ビ・サーモンの陸上養殖プラントの運営開始

農業産出額 3800億円 国内第4位
豆類 2位(9.4%)、花き 2位(5.3%)、
野菜 3位(6.1%)、イモ類 4位(10.3%)
米 8位(3.9%)、生乳 5位(3.0%) ( ) 内 千葉県占有率
養鶏養豚場集積 ＠県内全域
鶏卵生産量 全国2位 養鶏場 約130戸
豚肉生産量 全国4位 養豚場 約260戸
千葉県農林水産業の動向

銚子漁港・醤油工場集積・海苔養殖
水揚げ量日本一、茨城県と合わせると農業・漁業ともに北
海道に匹敵する規模。
米・生姜生産全国上位、『すし県』宣言。

ポテンシャルあふれる一次産業の可能性

流通 x 食品製造

http://www.cjc.or.jp/school/d/d-2-14.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/3r/ecotown/soga.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/3r/ecotown/kazusa.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/3r/ecotown/r-inverse.html
https://www.pref.chiba.lg.jp/shigen/3r/ecotown/earc.html
https://www.crinet.co.jp/economy/pdf/20211102_1.pdf
https://www.kumagai-chiba.jp/vision/
https://www.city.ichihara.chiba.jp/article?articleId=602372f6ece4651c88c18109
https://www.ryutsuu.biz/strategy/n070213.html
https://www.maff.go.jp/j/soushoku/recycle/syokuhin/s_houkoku/pdf/1004_gyofun_meibo.pdf
https://www.maff.go.jp/j/soushoku/recycle/syokuhin/s_houkoku/pdf/1004_gyofun_meibo.pdf
https://www.maff.go.jp/j/soushoku/recycle/syokuhin/s_houkoku/pdf/1004_gyofun_meibo.pdf
https://kotobank.jp/word/%E3%83%95%E3%82%A3%E3%83%83%E3%82%B7%E3%83%A5%E3%83%9F%E3%83%BC%E3%83%AB-615520
https://www.pref.chiba.lg.jp/nousui/toukeidata/nourin/documents/no2.pdf
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フエゴインターナショナル『千葉県モデル』へのアプローチ

某企業（千葉市）とコオロギ原料使用製品のカー
ボンフットプリントの算出
カーボンクレジット創出

日本大学生産工学部（習志野市）と共同研究
コオロギタンパクの肉様組織化

東洋エンジニアリング株式会社 (習志野市)との連携
昆虫食事業で協力関係

地域の企業と連携
地域社会の発展と地域経済の活性化を目指した連携

ジェラート製造委託会社（柏市）
干し芋残渣を原料としたアップサイクル商品の製造

睦沢町郵便局
干し芋製造の残渣引き取り・食品ロス削減の取り組みで業
務提携

地元農家/豆腐製造
農産物・米・おから等の引取り、アップサイクル

大多喜町 ふるさと納税返礼品

地元漁業協同組合 魚加工残渣の引取
り



食に革命を


